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３

１０
 １

３
 ５

６
 

１ 次の  (ア)  にあてはまる数を入れなさい。 

 

(１) ３－０.８７５÷ �４ 𝟏𝟏
𝟑𝟑

  + １.５� =  (ア)  

 

 

 

 

 

(２) １.１２５× ３       － ３.１－      ×   (ア)   ÷ ０.６ = 

 

 

 

 

 

 

(３) １ × １ × １ + ３ × ３ × ３ + ５ × ５ × ５ + ７ × ７ × ７ =  (ア)  

   = １ + ２ + ３ + ４ + ⋯⋯+  (イ)  

 

 

 

 

 

(４) １から２００までの整数のうち、３でも５でも割り切れる数は  (ア)  個、 

３でも５でも割り切れない数は  (イ)  個あります。 

 

 

 

 

 

１

３
 

�      � 

  � �    

…… 
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(５) ＡはＢの４割、ＢはＣの７５％のとき、ＡとＣの比を最も簡単な整数の比で表 

すと、Ａ : Ｃ =  (ア)  :  (イ)  です。 

 

 

 

 

(６)   (ア)  円で仕入れたある商品に仕入れ値の４割の利益を見込んで定価を 

つけました。しかし、売れなかったので定価の１割引きにしたところ売れ、 

４６８円の利益がありました。ただし、消費税については考えないものとしま 

す。 

 

 

 

 

(７) ある仕事を仕上げるのに、小学生６人だと８日かかり、中学生４人だと９日かか 

ります。この仕事を仕上げるのに小学生４人と中学生６人だと  (ア)  日か 

かります。 

 

 

 

 

(８) ６％の食塩水Ａと８％の食塩水Ｂを３:２の割合で混ぜたところ、４５０ｇの食 

塩水Ｃができました。この食塩水Ｃの濃度は  (ア)  ％です。 

 

 

 

 

(９) 一定の速さで流れる川があります。ある船がこの川を１４４０ｍ上るのに１２分、 

下るのに８分かかりました。この船の静水時の速さは毎分  (ア)  ｍです。 

 

 

 

 



- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 5 - 

Ａ 

Ｅ 

Ｄ 

Ｃ Ｂ Ｇ 

Ｆ 
１５ｃｍ 

６ｃｍ 

(１０) 下の図のように、合同な平行四辺形を１６個並べました。色のついた部分の三 

角形の面積は元の合同な平行四辺形  (ア)  個分です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１１) 下の図のように、三角形ＡＢＣを面積が等しい５つの三角形に分けました。こ 

のとき、ＢＦの長さは  (ア)  ｃｍです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１２) 次の表は、あるスポーツ大会で獲得した、国ごとのメダルの獲得数と、メダル 

の重さの合計を表しています。 
 

 金メダル 銀メダル 銅メダル メダルの重さ（ｇ） 

国Ａ ５ ６ ２ ３０００ 

国Ｂ ３ ４ ５ ２４５０ 
 

 

金メダルの重さが銅メダルの重さの２倍であるとき、金メダル、銀メダル、銅メダル

の重さはそれぞれ  (ア)  ｇ、 (イ)  ｇ、 (ウ)  ｇです。 

 

 

２０ｃｍ 
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…… 

…
…

 

(１３) ０、１、２だけを使ってできる整数を下のように小さい順に並べます。 

１、２、１０、１１、１２、２０、２１、２２、１００ 、…… 

このとき、１から数えて２０２２は  (ア)  番目です。 

 

 

 

 

 

(１４) 下の図のようにある規則にしたがって数字が並んでいます。左の縦の列から、 

１列目、２列目……とよび、上の横の行から、１行目、２行目……と呼ぶこと 

にします。例えば、２列３行目の数字は９になります。 
 

 

       

       

       

       

       

       

       

 

 

 

このとき、４列５行目の数は  (ア)  であり、１８５は  (イ)  列 

 (ウ)  行目の数です。 

 

 

 

 

 

１  ２   ６  ７  １５ 

１１ 

３  ５   ８ １４ 

４  ９ １３ 

１０ １２ 



- 8 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 9 - 

２ 百合子さんと桜子さんが次のような会話をしています。 (ア)  に当てはまる 

数字、言葉、図を答えなさい。ただし、同じ番号には同じものが入るものとし、 

④では当てはまる方の言葉に丸をつけなさい。また、円周率は３.１４として計算 

しなさい。 

 

百合子さんと桜子さんは、平面図形を動かすといろいろな立体図形ができることに気づ

きました。そして、平面図形を回転させてできる立体図形に着目して考えてみることに

しました。 

 

百合子さん：１つの平面図形を、ある直線の周りに１回転させてできる立体を回転体と 

いうんだって。そしてその直線を回転の軸とよぶそうよ。 
 

桜 子さん：そうなんだ。いろいろな平面図形を回転させてどんな回転体ができるか考

えてみようか。 
 

百合子さん：長方形や正方形は、どの辺を回転の軸として回転させても  ①(言葉)  が 

できるね。 
 

桜 子さん：私も考えたよ。円を、その直径を回転の軸として回転させると 

  ②(言葉)  ができて、直角三角形を、直角をはさむ２辺のうちの一方を 

回転の軸として回転させると  ③(言葉)  ができるよ。 
 

百合子さん：いろいろあるね。それに同じ平面図形でも、回転の軸の位置によって全然 

違う回転体になるよね。 
 

桜 子さん：例えば右ページの図の長方形を回転させてできる立体で考えてみようか。 

「辺ＡＢを回転の軸にした立体ア」と「辺ＢＣを回転の軸にした立体イ」 

を比べてみると、できる立体はどちらも  (①)  だけど…… 
 

百合子さん：体積も表面積も  ④(立体ア・立体イ)  の方がもう一方の立体より、体積 

は  ⑤(数字)  ｃｍ３、表面積は  ⑥(数字)  ｃｍ２大きいよ。 
 

桜 子さん：じゃあ、この長方形を今度は対角線ＡＣを回転の軸として回転させたらど 

んな立体になるかなあ。 
 

百合子さん：えーと……。長方形をもとにして丁寧に考えたら、   ⑦(図)   のような 

見取り図が描けたよ！ 
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Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ｃｍ 

１０ｃｍ 
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３ 下の表は、日本の平成３０年度の食品ロスの発生量を示したものです。 

 

食品ロスとは国民に供給された食料のうち本来食べられるにも関わらず廃棄されている

食品のことをいいます。平成３０年度のデータでは、食品廃棄物等の発生量のうち食品

ロスは６００万ｔで、事業系と家庭系の２つに分かれていてその内訳はそれぞれ表１、

表２のとおりです。なお、表２では全体の量と内訳の割合がわかっています。 

 

表１：事業系の食品ロス 

事業系 
外食産業 食品小売業 食品卸売業 食品製造業 合計 

１１６万ｔ ６６万ｔ １６万ｔ １２６万ｔ ３２４万ｔ 

 

表２：家庭系の食品ロス 

家庭系 
食べ残し 過剰除去 直接廃棄 合計 

４５％ ２１％  ２７６万ｔ 
（出典：「食品廃棄物等の発生量(平成３０年度推計)」農林水産省） 

 

次の問いに答えなさい。ただし、答えが小数になる場合は、小数点以下は四捨五入して

一の位まで答えなさい。 

 

(１) 表１の事業系の食品ロスにおいて、全体３２４万ｔのうち、外食産業が占める割 

合が何％か求めなさい。 

 

(２) 表１の事業系の食品ロスについて、円グラフにこれらの内訳を書き込み、完成さ 

せなさい。 

 

(３) 表２の家庭系の食品ロスにおいて、直接廃棄の量が何万ｔか求めなさい。 

 

(４) 以下の文章の空欄を埋めなさい。ただし、平成３０年度はうるう年ではありませ 

ん。 
 

食品ロスで発生する年間６００万ｔの量は、日本の人口を１億２千万人とする 

と、年間１人あたり  (①)  ｋｇであり、１日１人あたり約  (②)  ｇと 

なります。この１日１人あたりの食品ロスの量は約お茶碗１杯分です。 
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４ 赤玉が４つ、白玉が４つあります。これらを机の上に円形に並べる方法は 

全部で何通りあるか求めなさい。その際に図を必ず用いて考え方を説明し 

なさい。ただし、回転して同じになるものは１通りとして考えます。 
 

赤玉を Ｒ 、白玉を Ｗ などとして用いてもかまいません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




